
第
五
章　

人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
優
先
社
会

第
一
節
　「
低
炭
素
」
か
ら
「
脱
炭
素
」
へ

一　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
本
県
へ
の
影
響

京
都
議
定
書
と
そ

の
後
の
中
期
目
標

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
採
択
さ
れ
、
十
七
年
に
発
効
し
た
京
都
議
定
書
は
、
先
進
国
に
対
し
、
拘
束

力
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
課
し
た
。
我
が
国
は
、
平
成
二
十
年
～
二
十
四
年
度
（
第
一
約

束
期
間
）
の
五
年
間
の
平
均
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、
二
年
比
で
六
％
削
減
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本

の
排
出
削
減
対
策
は
不
十
分
で
あ
り
、
第
一
約
束
期
間
に
お
け
る
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を

除
き
、
い
ず
れ
も
二
年
度
の
排
出
量
を
上
回
っ
て
い
た
。
日
本
は
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
ほ

か
、
海
外
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
排
出
削
減
量
（
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
）

等
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
六
％
削
減
義
務
を
果
た
し
た
。
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
経
過
後
、
日
本
は
、
京
都
議

定
書
か
ら
離
脱
し
、
同
議
定
書
に
基
づ
く
第
二
約
束
期
間
の
削
減
目
標
を
設
定
し
な
か
っ
た
が
、
自
民
党
か
ら
政
権
を
奪
っ
た

民
主
党
の
鳩は
と

山や
ま

由ゆ

紀き

夫お

政
権
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
の
国
連
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇
二
〇
年
ま
で

第五章　人と自然が共生する環境優先社会

291



に
一
九
九
〇
年
比
二
五
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
野
心
的
な
目
標
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
原
子
力
発
電
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
提
を
揺
る
が
し
た
の
が
、
平
成
二

十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
巨
大
津
波
に
よ
る
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
で
あ
っ
た
。

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
の
被

害
に
遭
い
、
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
。
ま
た
、
津
波
に
対
す
る
備
え
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
非
常

用
電
源
も
機
能
せ
ず
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
核
燃
料
を
冷
却
す
る
機
能
が
失
わ
れ
た
。
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
核
燃
料
が
溶

融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
し
そ
れ
に
続
い
て
水
素
爆
発
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
、
原
子
炉
建
屋
が
損
傷
し
、

大
量
の
放
射
性
物
質
が
福
島
県
、
及
び
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
飛
散
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
四
年
三
月
に
か
け

て
、
大
気
中
の
放
射
線
量
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
県
内
五
カ
所
に
追
加
設
置
し
た
。
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発

事
故
に
伴
い
、
福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
東
北
三
県
や
、
関
東
圏
で
の
被
災
者
が
全
国
に
避
難
を
し
た
が
、
本
県
へ
も
一
〇
〇
〇

人
以
上
が
避
難
し
た
。
避
難
者
を
支
援
す
る
団
体
は
、
支
援
情
報
や
避
難
者
が
抱
え
る
課
題
の
共
有
等
を
目
的
と
し
、
東
日
本

大
震
災
避
難
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
避
難
サ
ポ
ー
ト
ひ
ょ
う
ご
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
か
ら
、
原
子
炉
等
規
制
法
が
改
正
さ
れ
、
原
子
炉
の
安
全
性
に
関
す
る
基
準
も
厳
格

化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
九
月
に
決
定
さ
れ
た
国
の
「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
で
は
、
原
子
力
依
存

か
ら
脱
却
し
、
二
〇
三
〇
年
代
に
原
発
稼
働
を
ゼ
ロ
と
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
同
戦
略
に
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
化
石
燃
料
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
を
実
現
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
を
促
進
す
る
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こ
と
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
を
可
能
に
す
る
た
め
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
。

　
原
子
炉
等
規
制
法
が
改
正
さ
れ
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
は
新
し
い
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
限
り
稼
働
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
、
平
成
二
十
四
年
五
月
に
は
国
内
の
全
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
発
電

へ
の
依
存
度
が
特
に
高
か
っ
た
関
西
電
力
管
内
で
は
電
力
需
給
が
逼
迫
し
た
。
対
応
を
迫
ら
れ
た
民
主
党
の
野の

田だ

佳よ
し
彦ひ

こ
政
権
は
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
襲
っ
た
よ
う
な
地
震
・
津
波
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
各
種
の
対
処
に
よ
り
水
素
爆
発
・
炉
心
損
傷
に

は
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
、
新
規
制
基
準
導
入
前
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
西
電
力
の
大お
お

飯い

原
子
力
発
電
所
三
・
四
号
機
（
福
井
県
）
の
再
稼
働
を
容
認
し
た
。
こ
の
方
針
を
受
け
、

同
発
電
所
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
に
再
稼
働
し
た
。
そ
の
後
、
同
発
電
所
が
定
期
検
査
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
九
月
に
停
止

し
て
か
ら
、
二
十
七
年
八
月
に
川せ
ん
内だ

い
原
子
力
発
電
所
一
号
機

（
鹿
児
島
県
）
が
再
稼
働
す
る
ま
で
、
約
二
年
間
、
国
内
の
原

子
力
発
電
所
の
稼
働
は
ゼ
ロ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
原
子
力
発

電
所
の
停
止
に
伴
う
電
源
不
足
を
補
う
た
め
、
長
期
計
画
停

止
中
だ
っ
た
も
の
を
含
め
全
国
で
火
力
発
電
所
の
稼
働
が
増

え
、
こ
れ
に
伴
い
電
力
部
門
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
権
復
帰

し
た
自
民
党
の
安あ

倍べ

晋し
ん
三ぞ

う
内
閣
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
、

写真 103　�大飯原発の再稼働を報じる新聞
（朝日新聞 平成 29（2017）年
11 月 28 日）
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日
本
の
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を

見
直
し
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
度
比
で
三
・
八
％
減
を
目
標
値
と
し

て
再
設
定
し
た
（
原
子
力
発
電
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
を
含
ま
な
い

目
標
値
）。
こ
の
値
は
、
平
成
二
年
比
で
い
う
と
、
十
七
年
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
三
・
一
％
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
県
の
東
日
本
大

震
災
後
の
対
応

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
本
県

を
含
む
関
西
圏
で
も
、
特
に
冷
房
需
要
が
高
ま
る
夏
の

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
関
西
広
域
連
合
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
に
お
い
て
、
二
十
二
年
度
比
一
〇
％
以
上
の
節
電
に
取
り
組
む
こ
と
を
合
意
し
た
。
兵
庫
県
で
も
県
民
や
事
業
者
に
節
電

の
協
力
を
呼
び
掛
け
（
平
成
二
十
四
年
七
月
に
大
飯
原
発
が
再
稼
働
す
る
以
前
は
、
節
電
要
請
は
一
五
％
以
上
で
あ
っ
た
）、
県
庁
も
率

先
行
動
と
し
て
夏
季
の
消
費
電
力
の
一
五
％
以
上
の
削
減
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、
平
成
二
十
四

年
の
県
内
の
夏
季
の
最
大
消
費
電
力
は
、
二
十
二
年
比
で
一
一
％
削
減
さ
れ
た
。

二　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
設
定
、
パ
リ
協
定
の
採
択

　
日
本
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
後
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
脱
炭
素
化
と
い
う
従
来
の
方
針
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
関
す
る
二
〇
二
〇
年
度
目
標
も
大
幅
に
引
き
下
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
他
方
、
世
界
で
は
、
こ
の
時
期
、
気
候
変
動
対
策
に
係
る
国
際
交
渉
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。

写真 104　 関西広域連合の節電目標につい
て報じる新聞（神戸新聞 平成 24

（2012）年 6 月 30 日）
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平
成
二
十
七
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
加

盟
国
の
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
た
め
の
国
際
目
標
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：Sustainable D

evelopm
ent G

oals

）」
が
定
め
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
一
七
の
ゴ
ー
ル
、
一
六
九

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
成
り
、
ゴ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、「
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る

こ
と
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
他
方
、
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
最
新
の
自
然
科
学
的
・
社
会

科
学
的
知
見
を
取
り
ま
と
め
、
第
五
次
評
価
報
告
書
を
平
成
二
十
五
年
に
公
表
し
た
。
同
報
告
書
は
産
業
革
命
以
降
の
気
温
上

昇
は
人
為
的
活
動
に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
し
、
最
も
悲
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
二
一
〇
〇
年
の
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
が
二
・
六
℃
～
四
・
八
℃
に
達
す
る
な
ど
と
指
摘
し
、
世
界
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
知

見
を
土
台
に
国
際
交
渉
が
進
展
し
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二
一

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
お
い
て
、
主
要
国
全
て
が
参
加
す
る
国
際
的
な
気
候
変
動
対
策
の
枠
組
、
パ
リ
協
定
が
採
択

さ
れ
た
。
パ
リ
協
定
で
は
、
世
界
共
通
の
長
期
目
標
と
し
て
世
界
平
均
気
温
の
上
昇
を
二
℃
以
内
に
抑
え
、
更
に
一
・
五
℃
未

満
に
抑
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
我
が
国
は
、
パ
リ
協
定
採
択
に
先
立
つ
平
成
二
十
七
年
七
月
に
、
政
府
の
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
に
お
い
て
、
二
〇
三
〇
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇
一
三
年
度
比
で
二
六
％
削
減
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
中
期
目
標
を
決
定
し
、
条
約
事
務
局
に
通
知
し
た
。

　
平
成
三
十
年
十
月
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
、
一
・
五
℃
の
気
温
上
昇
に
よ
る
影
響
と
、
そ
こ
に
至
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
経

路
に
つ
い
て
特
別
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
、
気
温
上
昇
が
一
・
五
℃
の
場
合
と
二
℃
の
場
合
と
で
は
生
態
系
や
社
会
シ
ス
テ
ム
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へ
の
影
響
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
、
気
温
上
昇
を
一
・
五
℃
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
二
〇
三
〇
年
ま
で

に
二
〇
一
〇
年
比
で
約
四
五
％
削
減
、
二
〇
五
〇
年
前
後
に
は
正
味
ゼ
ロ
に
達
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
特

別
報
告
書
を
受
け
て
、
先
進
国
を
中
心
に
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
（
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
を
正
味
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
）
を
長
期
目
標
と
し
て
設
定
す
る
国
が
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
我
が
国

の
気
候
変
動
対
策
、
そ
し
て
ま
た
、
本
県
の
気
候
変
動
対
策
の
目
標
も
、「
低
炭
素
」
か
ら
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
「
脱
炭
素
」

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

三　

兵
庫
県
の
温
暖
化
対
策

京
都
議
定
書
第
一
約

束
期
間
へ
の
対
応

平
成
十
七
年
二
月
に
京
都
議
定
書
が
発
効
し
、
同
年
五
月
に
国
に
お
い
て
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、本
県
に
お
い
て
も
、「
新
兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
計
画
」（
平

成
十
二
年
七
月
策
定
）
を
見
直
し
、
十
八
年
七
月
、
次
の
よ
う
な
改
訂
を
行
っ
た
。
従
来
計
画
の
、
平
成
二
十
二
年
に
お
い
て
平

成
二
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
六
％
削
減
と
い
う
目
標
を
維
持
し
つ
つ
、
森
林
吸
収
源
や
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
控
除
分
を
考
慮
し
、
二
十
二
年
度
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
量
を
三
・
六
％
と
設
定
し
た
上
で
、
経
済
部
門

別
の
削
減
目
標
量
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
本
県
で
は
、
産
業
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
（
平
成
二
十
年
度
で
は
全
体
の
約
六
七
％
。

全
国
平
均
は
約
三
五
％
）、
民
生
・
運
輸
部
門
で
の
増
加
量
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
部
門
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
と

し
た
。
県
庁
と
し
て
も
、
県
の
事
務
事
業
に
伴
う
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
「
環
境
率
先
行
動
計
画
」（
ひ
ょ
う
ご
・
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
基
づ
き
、
県
の
施
設
の
省
エ
ネ
化
改
修
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た
。
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本
県
に
お
け
る
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
（
平
成
二
十
～
二
十
四
年
度
）
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
平
均
す
る
と
、
産
業
部
門
の
排
出
量
が
平
成
二
年
以
来
、
低

下
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
基
準
年
度
で
あ
る
二
年
度
の
水
準
を
下
回
っ
た
。
も
っ

と
も
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
翌
年
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
前
年
度

と
比
べ
て
、
本
県
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
大
幅
に
増
え
た
。
こ
れ
は
、

全
国
の
傾
向
と
同
様
に
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
が
止
ま
り
、
電
力
不
足
を
火
力

発
電
所
の
稼
働
で
補
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化

対
策
推
進
計
画

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
後
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
に
よ
る
脱
炭
素
化
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
り
、
国
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
度
を
見
据
え
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
設
定
等
が
遅
れ
た
。
そ
の

た
め
、
本
県
に
お
い
て
も
、
県
と
し
て
の
削
減
目
標
の
設
定
を
見
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
当
面
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
方
向

性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
「
兵
庫
県
地
球
温
暖
化
対
策
指
針
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
二
〇
年

度
ま
で
の
国
の
削
減
目
標
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
第
三
次
地
球
温
暖
化
防
止

推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同
計
画
で
は
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
〇
〇
五
年

度
比
で
六
％
削
減
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
度
末
ま
で
に
県
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
を
新
た

に
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
国
が
、
二
〇
三
〇
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
定
め
た
こ
と
を
受
け
て
（
二
〇
一
三
年
度
比
二
六
％
削
減
）、
本

表 35　�県内部門別温室効果ガス�
排出量

年度
部門 平成17 23 24

二
酸
化
炭
素

産業 48,174 45,873 45,981
業務 3,743 4,056 4,670
家庭 8,456 8,352 8,976
運輸 9,317 8,355 8,386

その他 3,203 2,038 2,192
その他ガス 2,980 2,796 2,809
総排出量 75,873 71,470 73,014

（『温室効果ガス総排出量のとりまとめに
ついて』より作成）
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各
部
門
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
対
策

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
県
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
つ
い
て
は
、
産
業
部
門
か
ら
の
排
出
の
割

合
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
産
業
部
門
の
対
策
と
し
て
、
平
成
十
五
年
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
、

「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
一
定
規
模
以
上
の
排
出
を
し
て
い
る
事
業
所
等
に
対
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
計
画
の
策
定
及
び
知
事
へ
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
措
置
を
講
じ
て
い
た
が
、
十
八
年
に
は
、
こ
の
制
度
の
対
象

事
業
所
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
運
送
事
業
者
も
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
小
事
業
者
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
を
促
進
す
る
た
め
、
国
の
「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
を
活
用
し
、
大
規
模
事
業
者
が

中
小
事
業
者
に
技
術
・
資
金
等
を
支
援
し
、
共
同
で
削
減
し
た
排
出
量
を
大
規
模
事
業
者
に
移
転
す
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
協
力
事

業
」
を
実
施
し
、
平
成
三
十
年
度
末
ま
で
に
累
計
で
三
四
件
、
二
酸
化
炭
素
換
算
三
万
八
一
八
二
ト
ン
（
一
般
家
庭
約
七
五
〇
〇

県
に
お
い
て
も
、
第
三
次
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
二
十
九
年
三

月
に
「
兵
庫
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同
計
画
は
、
本
県
の
二
〇
三
〇

年
度
の
削
減
目
標
を
二
〇
一
三
年
度
比
二
六
・
五
％
減
、
二
〇
二
〇
年
度
の
中
間
目
標
を
五
％

削
減
と
定
め
た
。第
三
次
計
画
で
掲
げ
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
導
入
目
標
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
末
導
入
実
績
で
一
〇
二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
増
と

な
り
既
に
前
倒
し
で
達
成
し
て
い
た
た
め
、
新
計
画
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
度
及
び
二
〇

三
〇
年
度
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
目
標
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
電
量
ベ
ー
ス
で
五
〇

億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
七
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
と
設
定
し
た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
度

末
時
点
の
発
電
量
は
二
九
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
あ
っ
た
。
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世
帯
相
当
）
分
の
排
出
量
移
転
を
成
立
さ
せ
た
。

　
建
築
部
門
の
対
策
と
し
て
は
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
（
平

成
十
八
年
十
月
施
行
）、
延
べ
床
面
積
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
の
新
増

築
の
際
に
、
建
築
物
総
合
環
境
性
能
評
価
手
法
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
に
基
づ
く
計
画
の

作
成
と
届
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
建
築
物
の
省
エ
ネ
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
に
は
、
国
に
お
い
て
、
大
規
模
な
建
築
物
の
新
増
築
の

際
に
、
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
づ
け
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
建
築
物
省
エ
ネ
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。

　
家
庭
部
門
の
対
策
と
し
て
は
、
本
県
で
生
み
出
さ
れ
、
全
国
展
開
し
た
「
う
ち
エ
コ

診
断
事
業
」
が
あ
る
。
う
ち
エ
コ
診
断
事
業
と
は
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
等
に
関
す
る
専

門
知
識
を
持
っ
た
診
断
員
が
、
各
家
庭
の
電
気
や
ガ
ス
の
使
用
状
況
な
ど
を
基
に
、
家
庭
の
ど
こ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
二
酸
化

炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
示
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
、
高
効
率
給
湯
器
、
節
水
シ
ャ
ワ
ー
の
導
入
、

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
の
利
用
な
ど
、
各
家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
効
果
的
な
削
減
対
策
を
個
別
に
提
案
す
る
事

業
で
あ
る
。
本
県
は
、
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
関
西
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
平
成
二
十
年
度
に
経
済

産
業
省
の
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
得
て
、
こ
の
手
法
を
開
発
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
試
験
的
に
診
断
を
開
始
し
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
本
格
的
に
全
県
で
取
り
組
み
始
め
た
。
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
こ
の
事
業
が
全
国
的
な
仕
組
み
と
な
り
、

全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
が
「
う
ち
エ
コ
診
断
士
」
の
資
格
認
定
試
験
を
行
い
、
全
国
各
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地
の
「
う
ち
エ
コ
診
断
実
施
機
関
」
の
下
で
、
う
ち
エ
コ
診
断
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
受
診
件
数
は
、
平
成
三
十

年
ま
で
で
累
計
九
三
六
四
件
に
達
し
た
。

四　

地
域
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度

平
成
二
十
四
年
七
月
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
促
進
を
目
的
と
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
一
定
期
間
、
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を

内
容
と
す
る
も
の
で
、
同
法
の
施
行
以
降
、
我
が
国
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
量
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

県
内
で
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
ん
だ
が
、
県
企
業
庁
で
は
、
保
有
資
産
・
用

地
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
整
備
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
る
「
企
業

庁
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
二
十
四
年
に
開
始
し
、
全
国
初
と
な
る
ダ
ム
堤
体

法
面
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
、
三
十
年
度
ま
で
に
、
県
内
一
二
カ
所
、
総
出
力
二

万
九
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
分
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
設
置
支
援
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
家
庭
用

蓄
電
池
な
ど
に
支
援
対
象
を
拡
充
し
た
。
県
内
で
は
、
特
に
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
地
域
の
特
性
に
適
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
機
運
が
高

ま
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
本
県
に
お
け
る
特
色
あ
る
取
組
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

写真 105　企業庁メガソーラープロジェクト
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も
の
が
あ
る
。

あ
わ
じ
環
境

未
来
島
構
想

自
然
、
食
な
ど
豊
富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
淡
路
島
に
お
い
て
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
（
県
、
洲

本
市
、
南
あ
わ
じ
市
、
淡
路
市
）
の
協
働
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
モ
デ
ル
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
す

る
取
組
「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」
が
、
平
成
二
十
二
年
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
取
組
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
国
の

「
地
域
活
性
化
総
合
特
区
」（
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
特
区
）
の
指
定
を
受
け
た
。
未
来
島
構
想
の
諸
事
業
の
う
ち
、
総
合
特
区
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
合
特
区
制
度
の
特
例
措
置
・
支
援
措
置
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。
未
来
島

構
想
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
、
農
と
食
の
持
続
、
暮
ら
し
の
持
続
を
目
指
す
取
組
で
あ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
大

規
模
未
利
用
地
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
（
島
内
各
所
）、住
民
出
資
に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
（
淡
路
市
岩
屋
）、菜
の
花・竹・

食
用
油
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
（
洲
本
市
）、あ
わ
じ
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
十
四
年
度
に
始
ま
る
油
糧
作
物
の
栽
培
収
穫・

搾
油
・
食
用
油
販
売
と
、
回
収
し
た
廃
食
用
油
の
燃
料
化
に
よ
る
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
島
内
三
市
）
と
い
っ
た
取
組
が
な
さ
れ
た
。

環
境
モ
デ
ル
都
市

（
神
戸
市
、尼
崎
市
）

国
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
低
炭
素
化
と
持

続
的
発
展
を
両
立
さ
せ
る
先
駆
的
取
組
を
行
う
都
市
を
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
選
定
し
た
（
合
計

二
三
都
市
）。
県
内
で
は
、
神
戸
市
（
平
成
二
十
一
年
三
月
）
と
尼
崎
市
（
二
十
六
年
三
月
）
が
選
定
さ
れ
た
。

　
神
戸
市
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、
下
水
処
理
場
で
発
生
し
た
消
化
ガ
ス
を
精
製
し
た
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
「
こ
う
べ
バ
イ
オ
ガ
ス
」（
神
戸
市
東
灘
処
理
場
）
の
活
用
が
あ
る
。
ま
た
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
兵
庫
区
）
の
設
置
（
平
成
二
十
九
年
四
月
）、
水
素
と
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成
三
十
年
四
月
に
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
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シ
ョ
ン
施
設
の
実
証
実
験
で
、
市
街
地
で
の
水
素
一
〇
〇
％
燃
料
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

に
よ
る
電
気
・
熱
供
給
を
世
界
で
、
初
め
て
達
成
し
た
。
神
戸
市
は
、
海
外
か
ら
液
化
し

た
水
素
を
運
び
、
水
素
由
来
の
電
気
や
熱
を
市
中
や
燃
料
電
池
車
に
供
給
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
水
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
水
素
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
神
戸
構
想
」
の
取
組
を
進

め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
水
素
の
供
給
源
が
海
外
の
褐
炭
（
水
分

や
不
純
物
を
多
く
含
む
低
品
位
炭
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
・
貯
蔵

施
設
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
商
用
化
を
伴
わ
な
い
限
り
、
化
石
燃
料
起
源
の
水
素
の
利
用
は
、
脱

炭
素
の
取
組
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
尼
崎
市
で
は
、
高
い
技
術
力
を
有
す
る
産
業
集
積
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

地
域
主
導
型
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進

県
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
地
域
主
導
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、

新
た
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
導
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
を
活
用
し
て
継
続
的
に
発
電
事
業
を
行
う
民
間
団
体
に
、
無
利
子
貸
付
け
を
行
う
事
業
を
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
実
施
し

た
。
貸
付
け
を
受
け
た
事
業
の
う
ち
全
国
的
な
注
目
を
集
め
た
の
が
、
宝
塚
市
に
お
け
る
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
取
組
で
あ
る
。

同
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
後
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
市
民
団
体
が
発
足
し
、
耕
作
放
棄
地
等

で
市
民
出
資
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
の
取
組
が
始
ま
っ
た
。
平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
、
市
民
農
園
の
上
に
架
台
を
し

て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」（
太
陽
光
を
発
電
事
業
と
農
業
と
で
シ
ェ
ア
）
型
の
太
陽
光
発
電
を
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実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
播は

り
磨ま

地
域
な
ど
で
は
、
全
国
一
多
い
兵
庫
県
の
農
業
用
た
め
池
（
約

二
万
二
〇
〇
〇
カ
所
）
の
水
面
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
た
め
池

の
水
位
変
動
に
対
応
で
き
る
フ
ロ
ー
ト
式
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
た
め
池
ソ
ー
ラ
ー
」
の
取
組
は
、
農
業
人
口
・
営
農
面
積
の
減
少
な
ど
に
よ

り
た
め
池
の
維
持
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
売
電
収
入
の
一

部
を
た
め
池
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
温
暖
化
対
策
の
み
な
ら

ず
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と
い
う
側
面
を
持
つ
事
業
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
発
電
量
や
収
益
は
見
込
め
る
も
の
の
、
事
業
化
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
が
多

く
、
導
入
コ
ス
ト
が
高
額
と
な
る
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、
県
は
、
小
水
力
発
電
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
推
進
す
る
地
域
団
体
等
を
対
象
と
し
て
、
地
域
住
民
の
立
ち
上
げ
時
の
取
組
や
基
本
調
査
・
概
略
設
計
等
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
う
事
業
を
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
補
助
を
受
け
て
稼
働
し
た
事
業
の
一
例
が
、
神
戸

市
灘
区
の
六
甲
川
水
車
新
田
の
小
水
力
発
電
所
で
あ
る
。
六
甲
川
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
二
五
基
の
水
車
が
稼
働
し
、
菜
種
油

の
搾
油
、
小
麦
の
製
粉
、
灘
の
酒
造
用
の
米
を
つ
く
動
力
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
に
お
け

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
復
活
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
環
境
省
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
の
助
成
を
受
け
、
新
温
泉
町
湯
村
温
泉
で
は
温
泉
の
熱
を
利
用
し

た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
施
設
（
地
熱
発
電
の
方
式
の
一
つ
）
が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
発
電
を
開
始
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関
し
て
は
、
県
で
は
、
県
内
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
普
及
を
図
る
と
い
う
目
的
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で
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
県
民

や
事
業
者
等
の
参
画
を
牽
引
す
る
よ
う
な
取
組
を
、「
ひ
ょ
う
ご
バ
イ
オ
マ
ス
ｅ

ｃ
ｏ
モ
デ
ル
」
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。
初
年
度
に
登
録
さ
れ
た
の
は
五
件
で
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
件
は
、
兵
庫
パ
ル
プ
工
業
に
よ
る
木
質
チ
ッ
プ
等
を
燃
料

と
し
た
発
電
及
び
売
電
の
取
組
で
あ
っ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
施
設
の
適
正
化

脱
炭
素
化
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
風

力
発
電
施
設
、
太
陽
光
発
電
施
設
等
の
立
地
に
際
し
て
、
騒
音
、
景
観
等
の
地
域

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
、
鳥
類
等
の
野
生
生
物
等
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
施
設
の
立
地
に
先
立
ち
、
施
設
の

建
設
・
稼
働
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
を
調
査
・
予
測
・
評
価
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
建
設
・
稼
働
に
伴
う
地

域
環
境
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例
の
整
備
が
な
さ
れ
た
（
後
述
）。
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